






研究計画 

昨年度にひきつづき,4 つの小委員会が分担して研究を継続することにした。初年度は,従

来の経験にもとづいて,今後の具体的方法を立案することに主体を置いたが,今年度はそれ

ぞれの計画にしたがって試行し,随時に評価を加えて改善する作業に入ることにした。 

研究分担は,各研究テーマ毎に世話人を置き,世話人がそれぞれの分担課題を把握して総括

する方針で行うことにした。本研究班は 3年計画であるが,最終年度は具体案をまとめて報

告書とするため 2年目の本年度のうちに原則的な問題は解決しておきたいと考えた。その

ために,各小委員会ごとに適宜グループ討議や文書による意見の交換が実施された。これは

年 1 回の分担研究班総会の場においては必ずしも十分な討議の時間がないので,個別的な

問題は事前に小委員会においてある程度つめておくことが効率的と考えられたからである。 

小委員会のメンバーの構成はほぼ初年度のそれを踏襲することにしたが,研究の遂行上必

要と思われる場合には協力者の若干の交替を行うことにした。このような変更は研究の進

行状況と医療情勢の変化や要請を考慮して 3年目にも実施してもよいと考えている。 


